




62 トン）を下回ったものの，平年値（41 トン，1995～2 005 年平均）をやや上回り，近年では比較的良好な漁況

で経過した（表 1）。曳縄による水揚量が約 42％を占め

最も多く，次いでまき網，沿岸カツオ一本釣（ともに 19

％），定置網（15％）が多かった。これらの漁業種類に

おける水揚げの大半は 10～12 月に集中し，漁場は主に熊

野灘沿岸に形成された。この間の漁獲主体はヨコワであ

った。例年，熊野灘沿岸におけるヨコワの盛漁期は 8～1

2 月にみられる。2006 年漁期は 9 月まできわめて低調な

漁況で推移したが，10 月以降急に好転した。熊野灘沿岸

では夏季まで黒潮系水の流入が少なく，顕著な低水温傾

向を示していた。しかし，秋季以降，黒潮の小蛇行通過

に伴い暖水波及がみられるようになり，低水温傾向が解

消された。ヨコワ漁況の好転には，こうした海況変化が

起因していた可能性が高い。好漁時の漁獲主体は 10 月で

尾叉長 46cm モード，12 月で 52cm モードのヨコワであ

り，前年同期の漁獲主体に比べてやや大きかった（前年 

は 10月で尾叉長 42～44cmモード，11月で 46cmモード）。 

  一方，夏季に行われる養殖種苗用のヨコワ（0 歳魚）

漁は，前述したように海況条件も悪くきわめて低調に推

移した。養殖種苗用のヨコワ漁が盛んな浜島地区におけ

る 2006 年漁期の総採捕尾数は約 2,400 尾で，高水準であ

った前年（約 23,000 尾）の約 10％にとどまり，種苗用

ヨコワ漁が始まった 1998 年以降では最低の水準となっ

た。採捕は 8 月の前半のみに限られ，漁期も短期間に終

わった。 
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表 1. 熊野灘主要 6 港におけるクロマグロ（ヨコワを含む）の漁業種類別水揚量の年変化 

（熊野灘主要6港：和具・浜島・田曽・奈屋浦・紀伊長島・尾鷲） (単位：kg）
漁 業 種 類 コード 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

近海カツオ一本釣り （H2） 28,832 8 0 5 26 8,172 0 0 0 0 28,930
沿岸カツオ一本釣り （H3） 33,067 19,135 2,643 7,036 11,625 1,797 7,568 109 3,014 214 20,910 8,760
その他釣り （H4） 451 851 382 455 546 191 343 192 236 584 880 35
曳き縄 （H5） 24,402 26,092 6,600 6,106 11,082 2,874 4,681 485 5,537 2,285 6,975 19,163
延縄（まぐろ延縄・その他延縄）（L） 221 765 1,205 1,026 233 127 101 656 257 547 280 187
まき網（中型・大中型） （P） 54 1,800 1,897 231 103 10,168 2,542 707 5,863 2,532 72,911 8,773
定置網（大型・小型） （S） 2,313 2,391 1,383 4,987 752 3,165 6,537 6,429 5,002 5,942 31,203 6,754
その他漁業（畜養魚） （O） － － － － － － － － － － － 1,568
不明 （H） － － － － － － － － － － － 480

合 計 89,340 51,042 14,110 19,846 24,366 26,493 21,770 8,578 19,910 12,104 162,090 45,719

0

 
 


